
　　　　当院9階病棟にご入院された患者さまの試料・情報を用いた医学系研究に対する

　　　　ご協力のお願いについて

項　　目 内　　　　容

１．研究課題名 Ａ病棟における看護師付き添い時の転倒転落発生件数の低減を目指すための実態調査

２．研究の対象者
令和年3月1日から令和5年9月30日の間に、当院9階病棟に入院した患者様のうち、看護師
付き添い歩行中に転倒転落を起こした方の内3例

３．研究期間 令和6年　　2月　　2日　～　令和　　10年　 3月　31日

４．研究実施体制と
研究責任者

研究実施箇所：関西電力病院9階病棟
研究責任看護師：関西電力病院9階病棟看護師　杉田茜

５．本研究の意義・
目的

転倒転落は患者様の今後の生活に影響を及ぼすリスクがある。中でも、付き添い中に転
倒転落が発生すると、患者様・看護師双方に精神的影響もある。患者・看護師双方の安
全を担保するためにも転倒転落の低減は必至である。
付き添い中の転倒転落の発生低減を目指すことを目的とし、当研究を実施する。

６．研究の方法
転倒転落時に、関係している看護師によってインシデントレポートが作成されている。
それを基に、9階病棟看護師間で要因の抽出を行う。これによって得た結果を基に、転倒
転落発生要因の分類化を行い、研究を実施していく。

７．研究に用いる試
料・情報の種類

転倒転落発生時の状況、疾患、年代、当時の身体状況、服薬していた薬剤　上記の情報
をインシデントレポートやカルテから確認し、使用する。

８．試料・情報の保
管方法と廃棄方法

情報管理担当者が研究用パソコン内にデータとして保管し、施錠可能なデスクにおいて
保管管理します。
廃棄については、研究発表後、５年間保管し、データ廃棄の際は、複数名で完全にデー
タ削除したことを確認します。

９．個人情報の保護
について

情報収集には、診療ＩＤや患者識別コードなどを用いることで匿名化されています。情
報が個人を特定する形で公表されたり、第三者へ知られたりすることはありません。
研究にご自身の臨床データや資料を提供したくない場合は、１１．問い合わせ・苦情な
どの窓口へお申し出ください。お申し出いただいても、診療等に不利益が生じることは
ありません。

10．情報管理責任者 関西電力病院9階病棟看護師長　嶋原智恵

11．問い合わせ・苦
情等の窓口

〒５５３－０００３　大阪市福島区福島２丁目１番７号
関西電力病院9階病棟看護師長　嶋原智恵
電話：０６－６４５８－５８２１（代表）
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